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【改訂】第 1 版（2012-03-19）
【科目】[ 応用物理 III]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】電子メディア工学科・5 年次
【担当教員】

小林 晋平

【授業目標・教育方針】
ラグランジュ形式・ハミルトン形式による古典力学の再構成と問題解法の理解．またそれが現代物理学においてどの
ように使われるかを知ること．

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である．座標変換に対する共変性という観点から古典力学の再構成を行い，ラグラ
ンジュ形式・ハミルトン形式という２つの定式化があることを説明する．またその応用として量子力学や場の量子論
の初歩について講義する．余裕があれば，重力理論の正準形式（量子重力理論）についても触れたい．

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：現代物理のための解析力学：早田　次郎：サイエンス社
参考書：ランダウ＝リフシッツ理論物理学教程 力学：ランダウ・リフシッツ 著 広重・水戸 訳：東京図書：978
-4489011603
参考書：物理入門コース２ 解析力学：小出 昭一郎：岩波書店：978-4000076425
参考書：朝倉物理学大系 1 解析力学 I：山本 義隆・中村 孔一：朝倉書店：978-4254136715
参考書：朝倉物理学大系 2 解析力学 II：山本 義隆・中村 孔一：朝倉書店：978-4254136722
参考書：詳解力学演習：後藤 憲一・山本 邦夫・神吉 健 共編：共立出版：978-4320030251

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
座学

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
○ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：[ 応用物理 III]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回－第 5 回 ラグランジュ形式による古典力
学の記述と解法

・ニュートン方程式の問題点
・オイラー・ラグランジュ方程式とその共変性
・拘束系とラグランジュの未定乗数法
・対称性と保存則
・ラグランジュ方程式の幾何学的定式化

第 6 回 - 第 7 回 ハミルトン形式による古典力学
の記述（１）

・ハミルトン方程式
・正準変換

第 8 回 中間試験 ・第 1 回－第 7 回までの講義内容に関する試験
第 9 回－第 13 回 ハミルトン形式による古典力学

の記述（２）
・ポアソン括弧
・正準変換と母関数
・ハミルトン・ヤコビ方程式

第 14 回－第 15 回 解析力学の現代物理学への応用 ・解析力学と量子力学・場の量子論
・解析力学と重力理論
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